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荒
木
「
社
会
法
」
理
論
の
展
開
と
到
達
点

－
　
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
理
へ
　
－

序I
　
基
点

Ⅲ
　
展
開
†
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
理
へ
I

H
　
労
災
補
償
法
理
の
展
開
と
確
立

口
　
社
会
保
障
法
理
論
の
展
開
と
確
立

Ⅲ
　
社
会
保
障
法
と
労
働
法
－
社
会
法
に
お
け
る
関
連
態
様
と
独
自
性

H
　
視
点

口
　
生
存
権
の
実
現
態
様
と
労
働
関
係

口
　
社
会
保
障
法
の
法
主
体

㈲
　
労
働
関
係
に
お
け
る
交
錯

Ⅳ
　
到
達
点

H
　
理
論
の
集
大
成

O
 
r
社
会
保
障
法
読
本
」
の
意
義

結
び

柳　

澤 
 
 

旭

序

社
会
法
と
し
て
の
労
働
法
と
社
会
保
障
法
は
、
戦
前
の
立
法
と
学
説
理
論
を
継
承
し
っ
つ
、
生
存
権
、
労
働
基
本
権
保
障
を
実
定
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法
の
基
盤
に
お
き
、
戦
後
6
0
年
間
に
そ
の
制
度
と
法
理
論
が
形
成
、
展
開
さ
れ
て
き
た
。
2
1
世
紀
の
こ
ん
に
ち
、
社
会
変
動
に
と
も
な
い

社
会
法
の
法
制
度
と
法
理
論
は
大
き
く
変
容
し
っ
つ
あ
る
と
き
、
あ
ら
た
め
て
「
社
会
法
の
理
論
」
と
は
な
に
か
、
そ
の
法
理
論
と
し
て

の
性
格
、
課
題
性
を
問
う
こ
と
の
意
義
は
少
な
く
な
い
。

生
存
権
を
基
盤
と
す
る
生
活
保
障
と
い
う
「
基
本
原
理
」
が
社
会
変
動
（
社
会
環
境
と
生
活
諸
条
件
の
変
化
）
　
の
な
か
で
い
か
に
機
能

し
貫
徹
す
る
か
、
そ
の
具
体
的
方
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
課
題
性
は
、
法
制
度
形
成
の
歴
史
的
展
開
（
立
法
の
展
開
）
と
そ
こ

で
提
起
さ
れ
て
き
た
法
理
論
的
諸
問
題
（
法
の
理
論
）
　
の
検
討
な
く
し
て
は
追
究
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
過
去
の
経
験
と
そ
の
評
価

（1）

を
ふ
ま
え
て
こ
そ
、
現
状
の
厳
正
な
批
判
と
将
来
へ
の
展
望
が
可
能
」
と
な
る
。

口
　
戦
後
日
本
の
社
会
保
障
法
理
論
は
、
そ
の
理
論
に
賛
同
す
る
、
あ
る
い
は
批
判
す
る
に
せ
よ
、
荒
木
誠
之
博
士
（
以
下
、
「
荒
木
」

と
呼
称
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
）
　
の
社
会
保
障
法
理
論
と
対
時
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

荒
木
の
「
社
会
保
障
法
」
の
理
論
は
、
既
存
の
「
労
働
法
」
の
理
論
と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ
の
独
自
の
法
理
論
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
社
会
法
」
　
の
理
論
そ
れ
自
体
の
展
開
で
も
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

戦
後
社
会
保
障
法
理
論
の
開
拓
者
の
一
人
で
あ
る
荒
木
の
法
理
論
に
つ
い
て
、
そ
の
法
体
系
論
や
個
別
具
体
的
な
論
点
に
わ
た
っ
て
、

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
観
点
か
ら
の
検
討
は
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
も
、
荒
木
の
社
会
保
障
華
社
会
法
理
論
と

（2）

は
、
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
全
体
的
に
把
握
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
後
日
本
の
社
会
保
障
法
理
論
の
形
成
、
展

開
、
理
論
の
性
格
を
把
握
す
る
上
で
、
荒
木
博
士
の
理
論
を
そ
の
理
論
展
開
に
即
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
全
体
的
か
つ
客
観
的
に
把
握
す

る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
を
も
っ
て
、
荒
木
の
理
論
展
開
に
即
し
て
社
会
保
障
法
、
社
会
法
の
理
論
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
「
社
会
法
」
　
（
労
働
法
と
社
会
保
障
法
）
法
理
論
史
検
討
の
た
め
の
一
視
点
か
ら
み
た
「
荒
木
理
論
」
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（3）

研
究
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

口
　
検
討
の
方
法
お
よ
び
順
序
と
し
て
、
荒
木
の
理
論
展
開
に
即
し
て
、
そ
の
基
軸
を
「
労
働
関
係
か
ち
社
会
保
障
法
へ
」
、
あ
る
い

は
「
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
理
へ
」
と
い
う
視
点
に
お
く
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
が
、
こ
の
視
点
は
荒

木
の
研
究
方
法
の
視
点
で
も
あ
り
、
荒
木
「
社
会
法
」
論
の
歴
史
的
・
論
理
的
展
開
方
法
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
の
叙
述
は
、
I
荒
木
理
論
の
基
点
、
Ⅱ
展
開
－
労
災
補
償
法
と
社
会
保
障
法
、
Ⅲ
社
会
保
障
法
と
労
働
法
、
Ⅳ
荒
木
理
論
の
到

達
点
、
と
い
う
順
序
で
検
討
す
る
。

荒
木
博
士
の
主
要
な
論
文
は
、
以
下
の
著
作
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
初
出
論
文
の
タ
イ
ト
ル
、
公
刊
年
を
明
記
す
る
が
、
本
稿
で

は
原
則
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
著
書
か
ら
引
用
す
る
。

①
『
社
会
保
障
法
」
　
1
9
7
0
年
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

②
『
労
働
条
件
法
理
の
形
成
』
　
1
9
8
1
年
　
有
斐
閣
（
以
下
、
『
労
働
条
件
法
理
L
と
し
て
引
用
す
る
。
以
下
の
各
著
書
に
つ
い
て

も
略
し
た
「
』
　
の
タ
イ
ト
ル
で
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
）

③
『
労
災
補
償
法
の
研
究
』
1
9
8
1
年
　
総
合
労
働
研
究
所
（
『
労
災
補
償
法
』
）

④
『
社
会
保
障
の
法
的
構
造
』
1
9
8
3
年
　
有
斐
閣
（
『
法
的
構
造
』
）

⑤
『
社
会
保
障
法
読
本
（
初
版
）
』
　
1
9
8
3
年
　
有
斐
閣
（
『
読
本
（
初
版
）
』
）

⑥
『
生
活
保
障
法
理
の
展
開
』
1
9
9
9
年
　
法
律
文
化
社
（
『
生
活
保
障
法
理
L
）

⑦
『
社
会
保
障
法
読
本
（
3
版
）
』
2
0
0
2
年
　
有
斐
閣
（
『
読
本
（
3
版
）
』
）

＊
本
稿
は
、
（
荒
木
理
論
の
再
検
討
）
を
テ
ー
マ
と
し
た
共
同
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
良
永
朔
太
郎
氏
（
熊
本
大
学
）
　
は
「
労
災
補
償
法
」
、
石
橋
敏
郎
氏
（
熊
本
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県
立
大
学
）
は
「
生
活
障
害
保
障
法
理
」
、
山
田
晋
氏
（
明
治
学
院
大
学
）
は
「
荒
木
誠
之
博
士
の
全
著
作
」
　
の
検
討
・
著
作
日
録
の
作
成
及
び
「
援
護
法
・
原
爆

医
療
法
」
、
柳
澤
（
山
口
大
学
）
　
は
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
イ
ン
‥
T
t
マ
に
し
て
分
担
し
て
検
討
し
て
い
る
。
荒
木
博
士
の
著
作
の
全
て

に
わ
た
る
年
代
別
、
分
野
別
目
録
が
山
田
晋
氏
に
よ
っ
て
福
集
・
作
成
さ
れ
て
い
る
。
r
荒
木
誠
之
教
授
　
主
要
業
績
目
録
・
年
譜
」
（
2
0
0
6
年
1
0
月
）
。

＊
本
稿
は
、
荒
木
「
社
会
法
」
論
に
つ
い
て
、
筆
者
が
検
討
し
た
3
部
構
成
か
ら
な
る
独
立
し
た
論
考
の
2
編
目
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

①
「
荒
木
r
社
会
法
」
論
の
基
点
と
展
開
－
労
働
関
係
か
ら
社
会
保
障
法
へ
－
」
山
口
経
済
学
雑
誌
5
5
巻
5
号
（
2
0
0
7
年
3
月
）

②
「
荒
木
「
社
会
法
J
論
の
展
開
と
到
達
点
－
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
理
へ
ー
」
広
島
法
学
3
1
巻
2
号
（
本
号
、
2
0
0
7
年
7
月
）

③
「
荒
木
r
社
会
法
」
論
の
法
的
構
造
と
特
質
－
社
会
保
障
法
か
ら
労
働
関
係
へ
ー
」
山
口
経
済
学
雑
誌
5
6
巻
2
号
（
2
0
0
7
年
8
月
）
。
①
で
荒
木
理
論
の
出

発
点
（
基
点
）
　
に
お
け
る
問
題
意
識
、
研
究
方
法
と
展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
②
で
荒
木
理
論
の
展
開
過
程
と
そ
の
理
論
的
到
達
点
に
つ
い
て
、
③
で
荒
木
理

論
の
全
体
的
な
構
造
と
そ
の
独
自
性
、
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

註（
1
）
　
荒
木
『
生
活
保
障
法
理
の
研
究
し
　
（
1
9
9
9
年
、
法
律
文
化
社
）
は
し
が
き
。

（
2
）
　
荒
木
・
社
会
保
障
法
理
論
に
つ
い
て
、
荒
木
博
士
を
囲
ん
で
の
座
談
会
お
よ
び
個
別
論
文
に
お
い
て
（
荒
木
理
論
と
社
会
保
障
法
学
）
に
つ
い
て
の
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
（
特
集
）
社
会
保
障
法
学
の
軌
跡
と
展
望
」
民
商
法
雑
誌
1
2
7
巻
4
・
5
号
（
2
0
0
3
年
）
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
荒
木
理
論
の
全

体
的
検
討
と
し
て
の
先
駆
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
本
稿
は
、
荒
木
理
論
と
そ
の
時
代
の
立
法
と
学
説
の
理
論
状
況
、
荒
木
理
論
に
対
す
る
批
判
と
対
応
、
今
日
に
お
け
る
理
論
的
意
義
等
、
本
来
の
理
論
史

的
検
討
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
は
荒
木
理
論
を
ま
ず
全
体
的
、
客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
行
う
べ
き
次
の
課
題
で
あ
る
。

I
　
基
点

H
　
基
点
論
文
－
「
労
働
保
護
法
の
展
開
と
特
質
」
T
9
5
9
年
）

荒
木
に
と
っ
て
、
そ
の
後
の
理
論
展
開
の
「
基
点
」
と
な
る
論
稿
は
何
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
基
点
と
は
、
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そ
の
後
の
理
論
展
開
の
出
発
点
と
な
る
、
法
理
展
開
の
基
底
に
存
在
し
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
問
題
意
識
、
強
固
な
思
考
と
論
理
に
基
づ

い
て
、
そ
の
後
の
研
究
・
論
理
展
開
の
方
向
性
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
論
文
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
荒
木
理
論
に
お
け

る
基
点
と
言
う
べ
き
論
文
は
、
「
労
働
保
護
法
の
展
開
と
特
質
－
労
働
法
原
理
の
形
成
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
（
1
9
5
9
年
）
　
で
あ
る
。
初

出
は
、
菊
池
勇
夫
編
『
社
会
法
綜
説
（
上
巻
）
』
　
（
九
州
大
学
・
社
会
法
講
座
3
0
周
年
記
念
論
集
　
有
斐
閣
、
1
9
5
9
年
）
　
で
あ
る
。
本

論
文
は
、
『
労
働
条
件
法
理
』
　
（
第
2
章
1
0
－
3
1
頁
）
　
に
収
録
さ
れ
て
い
る
　
（
以
下
、
「
基
点
論
文
」
と
す
る
）
。
基
点
論
文
の
内
容
と
そ
の

（1）

後
の
理
論
展
開
に
と
っ
て
の
意
義
に
つ
い
て
、
既
に
別
稿
で
検
討
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
基
点
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
に

と
ど
め
る
。

口
　
問
題
意
識
と
方
法

．基
点
論
文
に
お
け
る
荒
木
の
　
「
問
題
意
識
」
は
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
労
働
立
法
の
展
開
と
学
説
理
論
と
の
関
係
を
歴
史
的
・
実
証
的

に
考
察
し
、
立
法
と
学
説
が
日
本
社
会
の
現
実
、
日
本
的
労
使
関
係
の
特
質
に
規
定
さ
れ
つ
つ
も
、
理
論
と
し
て
承
継
、
発
展
さ
せ
る
べ

き
も
の
は
な
に
か
、
こ
れ
を
理
論
的
に
析
出
・
分
析
し
て
、
自
ら
の
今
後
の
理
論
展
開
の
基
盤
を
築
く
こ
と
に
あ
っ
た
。

日
本
の
立
法
と
学
説
理
論
と
の
関
係
を
社
会
的
現
実
に
照
ら
し
て
考
察
し
、
現
実
の
労
働
立
法
、
労
働
法
理
の
限
界
性
と
発
展
可
能
性

を
明
確
に
認
識
し
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
労
働
保
護
法
の
原
理
的
特
質
は
、
私
法
契
約
法
理
と
の
対
立
、
団
結
権
承
認
立
法
の
制
定
を

前
提
に
し
て
、
「
統
一
的
労
働
法
理
論
」
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
労
働
保
護
の
法
理
」
が
説
か
れ
る
こ
と
は
、
「
労
働
法
の

一
般
原
則
」
と
し
て
は
論
理
的
に
は
妥
当
し
、
法
理
論
的
命
題
と
し
て
は
成
り
立
つ
。

し
か
し
現
実
の
立
法
は
、
理
論
的
に
認
識
さ
れ
た
法
の
一
般
原
則
に
基
づ
い
て
立
法
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
社
会
の
現
実
的
必
要
性

に
応
じ
て
、
政
治
的
・
経
済
的
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
、
当
該
社
会
の
一
般
的
法
意
識
に
よ
っ
て
制
定
、
運
営
さ
れ
る
　
（
『
労
働
条
件
法
理
」
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9
－
1
0
頁
）
。

か
か
る
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
労
働
・
社
会
立
法
の
展
開
と
法
理
論
、
法
の
本
質
・
原
理
論
の
構
築
と
い
う
方
法
、
「
立
法
展
開
の

考
察
と
法
理
論
の
検
討
」
と
い
う
二
つ
の
研
究
が
相
侯
っ
て
法
理
論
た
り
得
る
と
い
う
「
方
法
論
」
が
、
こ
の
基
点
論
文
に
お
い
て
明
確

（2）

に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

口
　
基
点
論
文
の
意
義
と
労
働
関
係
の
も
つ
意
味

荒
木
が
労
災
補
償
を
研
究
す
る
契
機
は
、
制
定
・
公
布
さ
れ
た
ば
か
り
の
労
働
基
準
法
（
1
9
4
7
年
）
を
九
州
大
学
「
社
会
法
研
究

（3）

会
」
で
研
究
す
る
中
で
、
第
8
章
「
災
害
補
償
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
災
害
補
償
の
研
究
に
関
し
て
は
、
「
基
点
論
文
」
で

検
討
し
た
菊
池
理
論
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
公
法
、
私
法
の
二
元
論
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
　
「
社
会
法
的
特
色
」
を
「
生
存
権
の

思
想
」
で
と
ら
え
る
展
開
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

荒
木
は
こ
れ
を
承
継
、
展
開
す
べ
き
理
論
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
自
ら
の
理
論
展
開
の
基
礎
と
し
．
戦
後
、
新
た
な
立
法
が
制
定
さ
れ

て
い
く
な
か
で
労
災
補
償
法
と
社
会
保
障
法
の
研
究
へ
と
向
か
う
。
荒
木
社
会
法
論
の
展
開
の
向
か
う
べ
き
方
向
と
研
究
方
法
を
鮮
明
に

打
ち
立
し
た
と
こ
ろ
に
、
「
基
点
論
文
」
の
意
義
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
基
点
論
文
」
に
お
け
る
労
働
保
護
法
と
労
働
契
約
、
労
働
条
件
の
検
討
は
、
就
業
規
則
や
失
業
立
法
等
の
法
的
把
握
を
通

し
て
労
働
法
そ
れ
自
体
の
研
究
へ
と
展
開
す
る
。
「
労
働
条
件
」
法
理
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
後
「
労
働
条
件
法
理
の
形
成
し

（
1
9
8
1
年
）
と
し
て
集
大
成
が
な
さ
れ
る
。
荒
木
の
労
働
条
件
法
理
の
研
究
に
と
っ
て
も
「
基
点
論
文
」
は
、
そ
の
基
礎
を
据
え
る

上
で
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
基
点
論
文
」
　
の
意
義
を
確
認
す
る
上
で
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
労
働
関
係
」
と
い
う
基
本
的
概
念
の
意
味
は
、
荒
木
理
論
に
と
っ
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て
労
働
条
件
、
労
働
契
約
と
関
連
さ
せ
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
労
働
関
係
と
い
う
用
語
は
、
ま
ず
、
現
実
・
実
態
の
認
識

（
事
実
認
識
）
　
を
表
す
と
と
も
に
、
法
理
論
展
開
の
基
礎
概
念
と
し
て
法
理
構
成
の
道
具
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

労
働
関
係
の
も
つ
意
味
は
、
①
雇
用
労
働
に
お
け
る
労
働
関
係
の
「
実
態
・
事
実
の
認
識
」
、
②
法
理
論
構
成
の
基
礎
と
し
て
の
「
道

具
概
念
」
、
③
法
理
論
構
成
の
内
容
と
し
て
の
「
法
概
念
」
、
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働

（4）

関
係
と
い
う
概
念
は
、
荒
木
「
社
会
法
」
論
に
と
っ
て
「
礎
石
」
と
し
て
意
味
を
も
つ
。

荒
木
の
「
社
会
法
」
理
論
形
成
に
お
い
て
、
「
基
点
論
文
」
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
労
災
補
償
法
、
社
会
保
障
法
、
労
働
条
件
法
理
の

研
究
を
行
う
法
理
論
展
開
の
基
礎
＝
基
点
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
柳
澤
旭
「
荒
木
r
社
会
法
」
理
論
の
基
点
と
展
開
－
労
働
関
係
か
ら
社
会
保
障
法
へ
－
」
山
口
経
済
学
雑
誌
5
5
巻
5
号
（
2
0
0
7
年
3
月
）
　
1
4
9
頁

以
下
。

（
2
）
　
研
究
方
法
と
し
て
、
「
立
法
の
歴
史
的
展
開
」
　
の
検
討
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
「
法
理
論
の
構
築
」
と
い
う
両
者
の
研
究
が
表
裏
と
な
っ
て
法
理
論
化

さ
れ
る
。
r
労
災
補
償
の
研
究
－
法
理
と
制
度
の
展
開
I
L
に
み
る
よ
う
に
、
法
制
度
二
立
法
の
展
開
、
比
較
法
研
究
、
法
理
論
構
成
と
が
一
体
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
方
法
は
、
菊
池
勇
夫
博
士
の
研
究
方
法
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
立
法
の
も
つ
　
「
社
会
経
済
的
機
能
」
析
出
し
、
「
比
較
法
」

研
究
を
行
い
、
「
社
会
法
的
特
色
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
　
（
菊
池
「
労
働
者
災
害
補
償
の
本
質
」
1
9
3
5
年
、
「
労
働
法
の
主
要
問
題
」

1
9
4
5
年
、
有
斐
閣
、
所
収
）
。

（
3
）
　
労
基
法
8
章
の
担
当
が
労
災
補
償
研
究
に
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
掲
・
「
（
特
集
）
社
会
保
障
法
学
の
軌
跡
と
展
開
」
4
9
1
頁
　
（
荒
木
発

言）。

（
4
）
　
柳
澤
・
前
掲
論
文
1
8
9
頁
。
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Ⅱ
　
展
開
－
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
理
へ
－

H
　
労
災
補
償
法
理
論
の
展
開
と
確
立

、
一

1
．
労
災
補
償
法
と
社
会
保
障
法
の
二
方
向
へ
の
展
開

「
基
点
論
文
」
に
お
い
て
、
「
戦
前
の
立
法
と
学
説
の
意
義
」
を
検
討
し
た
荒
木
は
、
戦
前
の
菊
池
理
論
（
団
体
的
扶
養
、
社
会
法
的

性
質
）
を
批
判
的
に
承
継
し
っ
つ
、
戦
後
の
労
働
災
害
補
償
の
法
理
的
検
討
へ
と
向
か
う
。
荒
木
の
労
災
補
償
法
の
研
究
は
、
同
時
期
に

並
行
し
て
社
会
保
障
の
法
理
的
検
討
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

労
災
補
償
法
理
の
検
討
は
、
荒
木
に
あ
っ
て
は
、
①
労
災
補
償
そ
れ
自
体
の
法
的
性
格
、
②
生
活
保
障
体
系
と
し
て
の
社
会
保
障
法
理

論
そ
れ
自
体
の
検
討
と
い
う
二
つ
の
方
向
へ
展
開
す
る
起
点
で
も
あ
っ
た
。
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
を
結
ぶ
環
の
中
心
」
　
（
『
労
災
補
償

法
の
研
究
』
は
し
が
き
）
と
し
て
の
労
災
保
障
法
法
理
の
究
明
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。

も
っ
と
正
確
に
は
、
労
働
法
に
お
け
る
③
労
働
条
件
法
理
の
研
究
へ
と
展
開
す
る
三
つ
の
方
向
へ
の
展
開
で
あ
る
が
、
本
稿
の
「
労
働

法
と
社
会
保
障
法
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
「
労
働
条
件
法
理
」
研
究
に
つ
い
て
は
必
要
な
か
ぎ
り
で
触
れ
る
に
と
ど
め
た
い
。

戦
前
の
菊
池
理
論
を
批
判
的
に
継
承
し
っ
つ
、
労
災
補
償
の
本
質
を
「
生
活
保
障
」
　
（
国
民
各
層
の
生
存
権
保
障
に
基
礎
を
お
く
生
活

保
障
論
）
　
に
求
め
る
荒
木
の
労
災
補
償
法
理
論
研
究
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
基
点
」
論
文
で
あ
る
「
労
働
保
護
法
の
展
開
と
特

質
」
　
（
1
9
5
9
年
）
　
（
r
労
働
条
件
法
理
』
所
収
）
、
「
災
害
補
償
法
理
論
の
展
開
」
　
（
季
刊
労
働
法
2
7
号
、
1
9
5
8
年
）
を
出
発
点
と
し

（1）

て
展
開
さ
れ
、
『
労
災
補
償
法
の
研
究
』
　
（
1
9
8
1
年
）
を
も
っ
て
集
大
成
さ
れ
る
。
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2
．
労
災
保
障
の
生
活
保
障
理
論

実
定
法
と
し
て
生
存
権
規
定
が
な
か
っ
た
時
代
、
戦
前
の
菊
池
理
論
（
労
働
者
の
生
存
権
理
念
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
上
に
た
っ
て
労

働
保
護
立
法
と
し
て
の
災
害
扶
助
の
法
理
を
築
い
た
理
論
）
、
戦
後
に
お
け
る
生
存
権
保
障
、
労
働
基
本
権
保
障
の
も
と
に
あ
る
労
災
補

償
の
理
論
的
展
開
を
ふ
ま
え
て
検
討
す
る
。

労
災
補
償
の
法
的
性
質
を
理
論
的
に
把
握
す
る
視
点
は
、
国
民
各
層
の
生
存
権
の
保
障
を
目
的
と
す
る
「
国
家
自
体
の
生
活
保
障
義
務
」

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
「
生
存
権
の
保
障
」
に
基
礎
を
お
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
た
っ
て
、
荒
木
は
労
災
補
償
の
「
生
活
保
障
」

理
論
を
精
力
的
に
理
論
化
、
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

（2）

「
労
災
補
償
の
生
活
保
障
理
論
」
　
（
1
9
6
2
年
）
　
に
お
い
て
、
荒
木
の
生
活
保
障
論
の
骨
格
が
提
示
さ
れ
、
「
労
災
補
償
と
社
会
保
障
」

（
1
9
6
6
年
）
　
（
r
労
災
補
償
法
』
所
収
1
3
9
頁
以
下
）
　
に
お
い
て
社
会
保
障
法
と
の
関
係
が
よ
り
明
確
に
論
じ
ら
れ
、
こ
こ
に
、
労

災
補
償
の
生
活
保
障
論
は
、
そ
の
理
論
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
後
者
の
論
文
は
、
荒
木
の
「
社
会
保
障
法
」
理
論
の
確

（3）

立
さ
れ
た
時
期
（
1
9
6
5
年
）
と
重
な
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
荒
木
理
論
に
対
す
る
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
論
点
の
説
明
や
批
判
に
応
え
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て

（4）

書
か
れ
た
の
が
、
「
社
会
保
障
法
体
系
に
お
け
る
労
災
補
償
」
（
1
9
8
0
年
）
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
荒
木
の
労
災
補
償
法
理
論
に
対
す

る
批
判
に
応
え
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
到
達
点
を
自
ら
確
認
す
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
論
考
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
文
は
、

翌
年
出
版
さ
れ
た
『
労
災
補
償
法
の
研
究
し
　
（
1
9
8
1
年
）
　
の
最
終
章
（
8
章
2
節
）
と
し
て
収
録
さ
れ
、
本
書
を
も
っ
て
、
荒
木
の

労
災
補
償
法
理
　
（
生
活
保
障
法
理
論
）
　
は
集
大
成
、
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

労
災
補
償
の
法
理
的
基
礎
を
生
存
権
に
お
く
と
き
、
労
災
補
償
の
理
論
的
な
検
討
課
題
は
、
そ
の
　
「
労
働
法
的
特
質
」
を
ど
う
と
ら
え

る
か
、
ま
た
そ
れ
が
、
「
法
規
の
解
釈
や
各
種
の
補
償
の
具
体
的
適
用
に
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
か
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
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労
働
災
害
は
「
労
働
関
係
」
に
特
有
な
現
象
で
あ
り
、
「
労
働
関
係
的
基
盤
」
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
労
働
災
害
、
労
災
補
償
の
「
労

働
関
係
的
特
質
」
を
認
識
し
て
、
そ
の
法
的
性
格
を
考
察
す
る
こ
と
が
検
討
の
基
礎
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
（
「
労
災
補
償
法
』

2
5
6
頁
）
。
「
労
働
関
係
」
　
に
直
結
さ
せ
て
そ
の
法
構
造
を
理
解
す
る
と
、
「
労
働
条
件
保
護
法
」
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て

把
握
さ
れ
、
使
用
者
の
「
労
働
関
係
上
の
地
位
」
と
結
び
つ
き
、
法
論
理
的
に
も
「
業
務
上
」
災
害
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
る
。

し
か
し
労
災
補
償
が
「
社
会
保
険
」
制
度
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
の
性
格
、
機
能
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
法
的

責
任
に
つ
い
て
は
、
「
直
接
補
償
か
ら
責
任
保
険
制
皮
へ
」
と
発
展
す
る
。
ま
ず
「
労
働
関
係
の
当
事
者
が
責
任
者
」
　
（
直
接
補
償
制
度
）

と
な
り
、
さ
ら
に
、
責
任
の
保
険
化
に
よ
っ
て
次
第
に
、
「
企
業
全
体
の
連
帯
責
任
」
　
の
法
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
「
独
特
な
社
会
保
険
と
し

て
の
労
災
保
険
」
　
へ
と
展
開
す
る
。

社
会
保
険
と
し
て
の
労
災
補
償
の
特
質
は
、
「
労
働
契
約
関
係
」
が
直
接
に
補
償
関
係
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
く
、
補
償
主
体
と
し
て

の
「
国
家
」
が
前
面
に
登
場
し
、
労
働
関
係
の
当
事
者
で
あ
る
「
使
用
者
」
が
背
後
に
し
り
ぞ
く
。
こ
れ
が
社
会
保
険
と
し
て
の
労
災
補

償
法
の
特
質
で
あ
り
、
労
働
法
体
象
か
ら
相
対
的
に
分
粧
さ
せ
る
契
機
と
な
る
（
『
同
書
』
2
4
0
頁
）
。
社
会
保
険
方
式
を
と
る
こ
と
の

意
味
は
、
労
働
者
の
補
償
受
給
権
と
使
用
者
の
拠
出
義
務
は
別
個
の
も
の
と
し
て
分
離
さ
れ
る
　
（
『
同
書
』
　
2
4
2
）
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
の
帰
結
と
し
て
例
え
ば
、
業
務
上
災
害
の
範
囲
の
拡
大
（
通
勤
災
害
補
償
）
、
給
付
内
容
の
拡
充
（
本
人
と
家
族
の
生
活
保
障
、
給
付

の
年
金
化
等
）
と
法
の
性
格
と
機
能
が
変
化
す
る
。

労
災
補
償
法
の
性
格
、
機
能
の
変
化
と
は
、
「
労
働
条
件
保
護
の
限
定
さ
れ
た
枠
を
突
破
し
て
、
労
働
生
活
の
安
定
を
目
的
と
す
る
に

い
た
っ
た
」
　
こ
と
を
意
味
す
る
　
（
同
書
2
2
9
－
2
3
0
頁
）
。
こ
れ
は
諸
外
国
と
同
様
に
把
握
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
労
災
補
償
の
歴

史
的
な
立
法
展
開
に
内
在
す
る
発
展
傾
向
と
法
理
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
わ
が
国
労
災
補
償
の
「
労
働
象
件
保
護
的
」
性
格
か
ら
「
生
活
保

障
的
」
性
格
へ
　
（
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
理
へ
）
　
の
変
化
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
労
働
者
の
生
存
権
・
生
活
権
の
要
求
、
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自
主
的
団
結
に
よ
る
生
活
防
衛
の
運
動
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

3
．
労
災
補
償
と
社
会
保
障

社
会
保
障
政
策
の
展
開
に
よ
っ
て
、
労
働
災
害
は
「
生
活
保
障
の
要
保
障
事
故
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
労
災
補
償
給

付
は
社
会
保
障
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
．
労
災
補
償
を
社
会
保
障
法
の
一
構
成
部
分
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
法
的
意
義
は
、
「
社

会
保
障
法
の
持
つ
原
理
と
特
質
」
が
労
災
補
償
の
内
容
に
影
響
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
社
会
保
障
法
を

構
成
す
る
他
の
部
分
と
の
共
通
性
を
理
論
的
に
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

労
災
補
償
の
社
会
保
障
と
し
て
の
特
質
は
、
「
被
災
労
働
者
と
そ
の
扶
養
家
族
の
生
活
保
障
」
を
「
目
的
」
と
し
、
そ
の
よ
う
に
「
機

能
」
す
る
点
に
認
め
ら
れ
る
。
実
際
に
も
労
災
保
険
法
の
改
正
の
経
緯
を
み
る
と
き
、
そ
の
根
底
に
労
働
災
害
の
「
被
災
者
と
そ
の
家
族

の
生
活
維
持
」
と
い
う
観
点
が
一
貫
し
て
い
る
　
（
同
書
2
5
5
頁
）
。

労
災
補
償
を
社
会
保
障
体
系
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
法
理
的
意
義
は
、
「
補
償
に
内
在
す
る
生
活
保
障
の
原
理
を
積
極
的
に
評
価
し
、

憲
法
2
5
条
の
生
存
権
保
障
体
系
の
一
環
と
し
て
法
理
構
成
を
お
こ
な
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

一
つ
は
、
労
働
不
能
に
よ
る
生
活
費
の
保
障
、
「
所
得
保
障
給
付
」
と
し
て
の
生
活
危
険
給
付
、
第
二
は
、
労
働
不
能
状
態
を
回
復
さ

せ
る
た
め
の
給
付
（
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
給
付
）
　
で
あ
る
「
生
活
障
害
保
障
給
付
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
（
同
書
2
4
4
頁
、
2
5
9
頁

以
下
）
。
し
か
し
、
労
災
補
償
を
社
会
保
障
法
体
系
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
そ
の
「
労
働
関
係
的
特
質
と
法
理
」
が
捨
象
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
「
労
働
関
係
的
基
盤
」
　
の
上
に
生
活
保
障
の
法
体
系
に
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
　
（
同
書
2
6
6
頁
）
。

荒
木
は
社
会
保
障
法
の
体
系
と
法
理
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
労
災
補
償
の
社
会
保
障
法
に
お
け
る
位
置
づ
け
（
労
災
補
償
の
社
会
保（5）

障
法
に
お
け
る
存
在
態
様
の
認
識
）
を
明
確
に
し
て
、
自
己
の
労
災
補
償
の
「
生
活
保
障
理
論
」
が
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
保
障
化
論
争
」
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に
お
け
る
使
用
者
の
集
団
責
任
論
や
社
会
保
障
解
消
論
と
も
明
確
に
異
な
る
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
　
（
同
書
2
5
4
頁
）
。

4
．
展
開
と
そ
の
到
達
点

荒
木
の
労
災
補
償
の
法
的
性
格
づ
け
は
、
わ
が
国
戦
前
の
立
法
と
学
説
の
展
開
を
ふ
ま
え
て
、
戦
後
の
立
法
の
展
開
、
と
く
に
「
労
基

法
か
ら
の
一
人
歩
き
」
と
も
い
わ
れ
る
1
9
6
0
年
以
降
の
労
災
保
険
法
の
改
正
と
補
償
内
容
自
体
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
ま
た
諸
外
国
の

（6）

立
法
の
変
遷
　
（
比
較
法
研
究
）
　
と
を
ふ
ま
え
、
将
来
の
方
向
性
を
も
展
望
し
た
も
の
で
あ
る
。

公
法
と
私
法
と
に
峻
別
す
る
こ
と
で
は
全
体
像
を
と
ら
え
き
れ
な
い
労
災
補
償
の
法
的
性
格
と
法
理
論
を
、
社
会
法
の
な
か
に
位
置
づ

け
た
こ
と
。
社
会
法
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
」
と
の
独
自
性
と
関
連
態
様
を
常
に
考
察
の
基
礎
に
置
き
つ
つ
、

「
労
働
条
件
保
護
」
　
（
労
働
条
件
法
理
）
か
ら
「
生
活
保
障
法
理
」
　
へ
と
、
立
法
と
制
度
の
歴
史
的
展
開
の
中
で
明
確
に
理
論
化
し
た
こ
と

に
あ
る
。
こ
の
研
究
過
程
は
、
「
基
点
論
文
」
　
（
1
9
5
9
年
）
　
に
お
い
て
、
戦
前
の
災
害
扶
助
立
法
と
学
説
の
発
展
可
能
性
を
確
認
し
、

戦
後
の
立
法
変
遷
の
中
に
新
に
理
論
展
開
さ
せ
る
と
い
う
課
題
の
追
及
で
あ
り
、
『
労
災
補
償
法
の
研
究
』
　
（
1
9
8
1
年
）
　
は
、
そ
の
理

論
的
到
達
点
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
労
災
補
償
の
生
活
保
障
法
理
と
し
て
の
研
究
は
、
荒
木
・
労
災
補
償
法
理
論
の
確
立
過
程
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
保
障
法
理

の
独
自
の
展
開
と
し
て
の
「
社
会
保
障
法
」
を
体
系
・
理
論
化
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
生
活
保
障
法
埋
、
社
会
保
障
法
と
し
て
の
位
置

づ
け
は
、
「
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
へ
」
、
「
労
働
法
か
ら
社
会
保
障
法
へ
」
と
い
う
立
法
展
開
の
方
向
性
と
そ
の
理
論
的
把
握

の
帰
結
で
あ
っ
た
。

荒
木
の
「
社
会
法
」
研
究
の
視
点
、
方
法
が
一
貫
し
て
、
「
労
働
関
係
」
を
理
論
の
「
礎
石
」
に
し
て
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
」
と

い
う
両
法
に
ま
た
が
る
複
眼
的
視
角
（
社
会
法
の
視
点
）
　
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
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註（1）
（2）

（3）
（4）

（5）

荒
木
博
士
の
労
災
補
償
法
理
の
展
開
と
到
達
点
に
つ
い
て
、
全
体
像
の
詳
細
な
検
討
は
、
共
同
研
究
に
お
い
て
良
永
氏
の
検
討
が
な
さ
れ
る
の
で
、
本
稿

で
は
概
要
に
と
ど
め
る
。

季
刊
労
働
法
2
7
号
（
1
9
5
8
年
）
　
2
頁
以
下
。

社
会
保
障
の
法
体
系
理
論
が
全
体
的
に
提
示
さ
れ
た
の
は
、
荒
木
「
社
会
保
障
の
法
的
構
造
（
一
）
　
（
二
）
」
熊
本
法
学
5
、
6
号
（
1
9
6
5
年
、
1
9

6
6
年
）
、
r
法
的
構
造
」
所
収
）
　
に
お
い
て
で
あ
る
。

本
論
文
は
「
労
災
補
償
法
」
2
5
1
頁
以
下
、
r
生
活
保
障
法
理
」
　
8
5
頁
以
下
に
所
収
。

労
災
補
償
の
「
社
会
保
障
化
論
争
」
に
つ
い
て
、
西
村
健
一
郎
、
高
藤
昭
「
労
災
補
償
の
社
会
化
」
、
恒
藤
編
r
論
争
・
労
働
法
」
（
社
会
思
想
社
、
1
9

7
8
年
）
頁
以
下
、
柳
澤
旭
「
労
災
補
償
法
に
お
け
る
労
基
法
の
意
義
」
学
会
誌
社
会
保
障
法
6
号
（
1
9
9
1
年
）
　
4
9
貫
以
下
。

（
6
）
　
　
「
労
災
保
険
法
の
機
能
変
化
と
展
望
」
季
刊
労
働
法
1
1
5
号
1
3
3
頁
以
下
、
1
9
8
0
年
。
「
労
災
保
険
法
の
過
去
・
現
在
・
将
来
」
と
解
題
し
て

r
労
働
条
件
法
理
」
1
7
9
頁
以
下
に
所
収
。

口
　
社
会
保
障
法
理
論
の
展
開
と
確
立

．
1
．
法
的
考
察
の
視
点

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
荒
木
に
と
っ
て
「
労
災
補
償
」
　
の
研
究
は
、
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
を
結
ぶ
環
の
中
心
」
　
（
『
労
災
補
償
』
は

し
が
き
）
と
し
て
常
に
意
識
さ
れ
検
討
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

荒
木
は
、
労
災
補
償
の
「
生
活
保
障
」
法
理
を
理
論
化
す
る
と
と
も
に
、
一
方
で
「
労
働
関
係
」
、
「
労
働
条
件
」
法
理
を
理
論
的
基
盤

と
し
な
い
　
「
生
存
権
」
保
障
の
具
体
化
・
実
現
を
目
指
す
法
と
し
て
、
「
生
活
保
障
」
法
理
論
に
つ
い
て
独
自
の
展
開
・
構
築
を
模
索
す

る
。
社
会
保
障
法
の
法
体
系
化
・
理
論
化
へ
の
「
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
苦
闘
」
で
あ
る
。

荒
木
は
検
討
の
視
点
と
し
て
、
社
会
保
障
の
「
法
学
的
考
察
」
　
に
際
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
論
的
に
把
握
す
る
方
法
、
す
な
わ
ち
、
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歴
史
的
・
沿
革
的
制
度
区
分
を
前
提
に
す
る
法
理
構
成
の
あ
り
方
は
、
法
理
論
と
し
て
の
統
一
的
な
把
握
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
意
味
を
も
た

な
い
、
と
し
て
法
的
考
察
の
方
法
的
な
前
提
を
新
た
に
設
定
す
る
。
新
た
な
視
点
と
は
、
「
生
活
保
障
」
を
必
要
と
す
る
「
要
保
障
事
故
」

（
社
会
保
障
給
付
を
必
要
と
す
る
事
由
・
原
因
、
ニ
ー
ズ
）
　
の
　
「
社
会
的
構
造
」
と
こ
れ
に
対
応
す
る
　
「
社
会
的
給
付
」
　
の
性
瞥
・
内

容
・
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
こ
で
も
「
基
点
論
文
」
か
ら
一
貫
し
て
い
る
考
察
、
研
究
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
労
災
補
償
法
理
の
研
究
に
み
た
よ
う
に
、
「
労

働
関
係
」
を
基
盤
と
す
る
社
会
的
構
造
か
ら
、
こ
れ
を
基
盤
に
し
つ
つ
も
、
「
生
活
保
障
」
　
の
あ
り
か
た
、
そ
れ
自
体
の
法
的
考
察
へ
と

転
回
さ
せ
る
理
論
展
開
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
立
法
の
「
社
会
経
済
的
機
能
」
　
の
分
析
を
基
礎
に
据
え
る
方
法
で
あ
る
。

か
か
る
新
た
な
視
点
に
よ
っ
て
、
荒
木
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
独
自
の
社
会
保
障
の
法
理
論
と
法
体
系
を
構
築
、
確
立
す
る
。
「
社
会

保
障
の
法
的
構
造
－
そ
の
法
体
系
試
論
－
二
）
　
（
二
完
）
」
（
熊
本
法
学
5
号
、
6
号
　
1
9
6
5
年
、
1
9
6
6
年
、
『
法
的
構
造
』
所

収
、
1
章
）
　
に
よ
る
荒
木
・
社
会
保
障
法
理
論
の
構
築
、
提
示
で
あ
る
。

2
．
荒
木
・
社
会
保
障
の
法
体
系
論

社
会
保
障
法
は
「
国
民
の
生
存
権
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
的
・
公
的
生
活
保
障
給
付
の
関
係
を
規
律
す
る
法
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
、

現
実
の
立
法
を
給
付
内
容
に
よ
っ
て
整
序
す
る
（
『
法
的
構
造
し
3
3
6
－
3
3
7
頁
）
。

社
会
的
事
故
と
社
会
的
給
付
に
対
す
る
権
利
・
義
務
の
法
体
系
と
し
て
の
社
会
保
障
法
は
、
大
き
く
㈲
「
所
得
保
障
給
付
法
」
と
㈲

「
生
活
障
害
保
障
給
付
」
と
の
二
つ
の
領
域
か
ら
成
り
立
つ
。

㈲
所
得
保
障
給
付
の
法
は
、
さ
ら
に
①
「
生
活
危
険
給
付
法
」
、
②
「
生
活
不
能
給
付
法
」
と
の
二
つ
の
性
格
の
異
な
る
領
域
か
ら
成

り
立
つ
。
㈲
生
活
障
害
保
障
給
付
法
は
、
理
論
的
に
統
一
さ
れ
た
、
一
つ
の
領
域
で
所
得
保
障
法
と
並
ぶ
体
系
で
あ
る
。
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①
「
生
活
危
険
給
付
法
」
　
の
領
域
に
お
け
る
「
要
保
障
事
故
」
は
、
「
所
得
」
　
の
停
止
を
生
じ
さ
せ
る
全
て
の
事
故
で
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
て
、
「
生
活
保
障
」
　
の
観
点
か
ら
「
必
要
な
給
付
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

②
「
生
活
不
能
給
付
法
」
は
、
「
最
低
生
活
水
準
以
下
の
生
活
状
況
に
あ
る
者
」
に
対
し
て
、
「
最
低
生
活
を
可
能
に
な
ら
し
め
る
た
め

の
給
付
」
を
行
う
法
で
あ
る
。
①
、
②
の
両
法
と
も
、
㈲
「
所
得
保
障
」
給
付
と
い
う
目
的
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、
要
保
障
事
故

と
給
付
の
性
格
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
生
活
不
能
給
付
」
は
生
活
危
険
事
故
と
異
な
り
、
「
要
保
障
性
」
　
（
n
c
e
d
ニ
ー
ズ
）
　
の
点
で
「
緊
急
性
、
絶
対
的
必
要
性
」

を
も
っ
て
お
り
、
「
生
活
不
能
が
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
迅
速
か
つ
無
条
件
で
、
最
低
限
度
の
生
活
保
障
を
行
う
」
と
こ
ろ
に
差
異
が
あ

る
。
立
法
政
策
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
「
生
活
不
能
給
付
法
」
は
、
「
生
活
危
険
給
付
法
」
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

（
『
社
会
保
障
法
し
　
5
7
－
5
8
頁
）
。

㈲
「
生
活
障
害
保
障
給
付
法
」
は
、
「
労
働
能
力
＝
稼
得
能
力
を
そ
こ
な
う
状
態
に
対
し
て
、
そ
の
能
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
非
金
銭
的
給
付
の
法
」
で
あ
る
。
給
付
の
中
心
と
な
る
の
は
、
傷
病
に
た
い
す
る
「
医
療
」
と
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ

る
（
『
法
的
構
造
』
3
8
頁
以
下
、
『
社
会
保
障
法
』
5
9
2
3
1
頁
）
。
労
働
能
力
・
稼
得
能
力
を
問
題
に
で
き
な
い
障
害
を
も
っ
た
人
に

つ
い
て
は
、
「
活
動
能
力
」
　
の
回
復
維
持
が
日
的
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
荒
木
・
法
体
系
理
論
に
つ
い
て
、
例
え
ば
「
法
主
体
」
に
つ
い
て
の
論
争
に
み
る
よ
う
に
、
様
々
な
理
論
レ
ベ
ル
で
批
判
、

異
論
が
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
基
本
的
な
捉
え
方
に
つ
い
て
は
支
持
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
荒
木
の
法
体
系
理

論
は
、
理
論
体
系
と
し
て
最
も
シ
ン
プ
ル
で
、
そ
れ
以
上
、
細
分
化
で
き
な
い
骨
格
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
社
会
保
障
の
法
に
つ
い
て
、

一
般
理
論
（
総
論
）
と
具
体
的
問
題
（
各
論
）
　
の
双
方
を
矛
盾
な
く
整
合
性
を
以
っ
て
説
明
・
理
論
化
で
き
る
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
真
に
法
体
系
理
論
の
理
論
た
る
意
義
は
、
こ
の
と
こ
ろ
に
求
め
る
し
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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Ⅲ
　
社
会
保
障
法
と
労
働
法

ト
　
二
つ
の
法
領
域
を
比
較
す
る
意
味

社
会
保
障
の
法
理
論
体
系
が
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
新
た
な
ア

プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
「
社
会
保
障
法
と
労
働
法
」
と
い
う
視
角
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
荒
木
は
自
ら
確
立
し
た
社
会
保
障
法
の

法
理
論
に
照
ら
し
て
、
労
働
法
に
対
す
る
社
会
保
障
法
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
か
か
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
二
つ
の
法
理
論
を

（1）

検
討
し
た
の
は
、
荒
木
論
文
が
始
め
て
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

社
会
法
と
し
て
の
二
つ
の
法
領
域
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
何
よ
り
も
社
会
保
障
法
の
独
自
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

二
つ
の
法
体
系
の
独
自
性
を
法
理
論
と
し
て
明
確
に
し
、
生
存
権
の
保
障
と
い
う
「
共
通
の
目
的
」
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
「
協
同
補

完
関
係
」
に
あ
る
か
を
具
体
的
に
理
論
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
荒
木
は
こ
の
よ
う
な
課
題
を
設
定
し
て
、
①
生
存
権
の
実
現
態
様
に
お
け

る
異
同
、
②
法
主
体
・
人
間
像
の
差
異
、
③
労
働
関
係
に
お
け
る
交
錯
、
と
い
う
三
つ
の
問
題
を
法
理
的
に
解
明
す
る
。

口
　
生
存
権
の
実
現
態
様
と
労
働
関
係

．Ⅲ
労
働
法
と
社
会
保
障
法
は
、
と
も
に
生
存
権
の
理
念
と
原
理
を
基
礎
に
お
き
、
生
存
権
の
現
実
化
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
共

通
性
を
も
つ
。
し
か
し
生
存
権
の
現
実
化
を
い
か
な
る
「
法
的
手
段
」
に
よ
っ
て
達
成
し
ょ
う
と
す
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
差
異
が

あ
る
。労

働
法
は
、
生
存
権
の
法
理
念
が
「
無
媒
介
的
に
貰
徹
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
も
の
で
は
な
く
」
し
て
、
「
労
働
関
係
」
を
対
象
と
し
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て
、
「
労
働
契
約
」
内
容
に
対
す
る
立
法
的
規
制
と
団
結
を
手
段
と
し
て
生
存
権
を
実
現
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。

社
会
保
障
法
は
、
そ
の
形
成
過
程
に
即
し
て
み
る
と
、
「
市
民
法
や
労
働
法
が
直
接
に
対
象
と
し
な
か
っ
た
生
活
領
域
」
、
「
事
実
関
係

と
さ
れ
て
き
た
生
活
領
域
」
を
自
己
の
対
象
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
生
存
権
の
確
保
は
「
既
存
の
法
原
理
や
法
関
係
を
媒

介
と
せ
ず
に
、
独
自
の
法
構
造
を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
法
領
域
に
お
い
て
は
、
生
存
権
の
法
理
念
が
、
い
わ
ば

「
無
媒
介
的
・
直
接
的
」
に
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
を
特
質
と
す
る
。

両
法
の
生
存
権
に
対
す
る
あ
り
方
は
、
有
機
的
か
つ
相
互
に
補
完
的
機
能
を
有
す
る
。
「
労
働
法
」
に
よ
る
生
存
権
理
念
の
労
働
関
係

で
の
実
現
の
程
度
は
、
生
活
主
体
（
労
働
者
）
　
の
社
会
保
障
法
上
の
生
活
保
障
の
ニ
ー
ド
と
給
付
水
準
を
左
右
す
る
。
ま
た
「
社
会
保
障

法
」
に
よ
る
生
活
保
障
の
拡
充
は
、
労
働
法
が
そ
の
国
有
の
領
域
に
復
帰
す
る
機
能
を
果
す
こ
と
に
な
る
。
「
労
働
運
動
」
の
面
で
の
結

合
の
基
礎
は
、
両
法
が
有
機
的
・
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
　
（
『
法
的
構
造
』
　
7
6
頁
）
。

口
　
社
会
保
障
法
の
法
主
体

労
働
法
は
、
従
属
労
働
関
係
に
あ
る
労
働
者
、
す
な
わ
ち
労
働
契
約
当
事
者
と
し
て
の
「
労
働
者
」
を
対
象
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

社
会
保
障
法
が
対
象
と
す
る
の
は
、
「
生
活
主
体
」
あ
る
い
は
「
生
活
を
営
む
人
間
」
で
あ
る
。
生
活
主
体
と
い
う
こ
の
「
一
見
ま
と
ま

り
の
な
い
法
主
体
の
拡
散
性
」
こ
そ
社
会
保
障
法
の
特
質
で
も
あ
る
。
社
会
保
障
法
に
お
け
る
法
主
体
は
、
市
民
法
の
抽
象
的
な
「
法
人

格
」
、
「
人
」
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
「
社
会
保
障
法
に
お
い
て
は
再
び
抽
象
化
さ
れ
も
し
く
は
普
遍
的
な
権
利
主
体
が
登
場
し
て

き
た
」
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
社
会
保
障
法
の
法
主
体
が
単
純
に
市
民
法
の
主
体
概
念
に
回
帰
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、

そ
こ
に
は
社
会
法
の
形
成
し
て
き
た
社
会
法
的
実
在
を
直
視
し
た
法
的
人
間
像
を
含
ん
だ
上
で
、
そ
の
延
長
上
に
普
遍
化
が
展
開
し
て
い

る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
『
法
的
構
造
』
　
7
6
頁
、
8
9
頁
）
。
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社
会
保
障
法
の
法
主
体
を
「
生
活
主
体
」
と
し
て
と
ら
え
る
荒
木
の
理
論
に
対
し
て
、
当
時
、
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
、
法
主
体
に
つ

（2）

い
て
論
争
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
批
判
の
主
な
論
点
は
「
生
活
主
体
」
と
い
う
と
ら
え
か
た
は
、
社
会
保
障
の
権
利
主
体
の
社
会

的
地
位
、
階
級
的
地
位
を
不
明
確
な
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
荒
木
は
、
社
会
保
障
法
の
展
開
に
よ
っ
て
職
業
に
関
係
な
く
、
社
会
構
成
員
全
て
の
生
活
危
険
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
現
実

の
立
法
、
実
定
法
に
照
ら
し
て
も
、
普
遍
的
・
包
括
的
権
利
主
体
と
し
て
「
生
活
主
体
」
、
「
生
活
人
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
社
会
保

障
法
理
論
の
基
礎
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
論
証
す
る
　
（
『
法
的
構
造
』
　
8
7
頁
以
下
）
。

荒
木
の
法
主
体
論
は
、
社
会
保
障
の
法
体
系
を
位
置
づ
け
る
核
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
い
さ
さ
か
も
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
社

会
保
険
に
お
け
る
「
被
保
険
者
と
し
て
の
労
働
者
」
を
社
会
保
障
法
に
位
置
づ
け
る
と
き
、
「
生
活
主
体
」
と
い
う
把
握
の
も
つ
法
理
的

（3）

意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
保
障
法
の
法
主
体
に
つ
い
て
検
討
す
る
意
義
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、
な
お
検
討
課
題
で
あ
る
。

㈲
　
労
働
関
係
に
お
け
る
交
錯

労
働
法
と
社
会
保
障
法
の
「
限
界
領
域
」
に
あ
る
の
が
、
「
労
働
者
を
対
象
と
す
る
社
会
保
険
立
法
（
生
活
危
険
給
付
法
）
　
で
あ
る
。

限
界
領
域
と
は
、
実
質
的
に
両
法
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
労
働
条
件
保
護
の
一
形
態
と
し
て
の
「
労

働
者
の
生
活
危
険
」
は
、
「
社
会
構
成
員
一
般
の
生
活
危
険
」
と
共
通
の
基
盤
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
交
錯
領
域

に
あ
る
の
が
　
「
労
災
補
償
」
と
「
失
業
」
立
法
で
あ
る
。

労
災
補
償
の
研
究
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
社
会
保
障
法
体
系
に
お
け
る
労
災
補
償
」
　
（
1
9
8
0
年
、
F
労
災
補
償
法
』
所
収
）
と

し
て
完
結
す
る
。

ま
た
失
業
立
法
の
研
究
は
、
戦
前
の
失
業
立
法
の
研
究
、
雇
用
保
障
の
法
理
的
問
題
の
検
討
を
通
し
て
、
労
働
法
と
社
会
保
障
法
か
ら
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（4）

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
と
課
題
を
提
起
す
る
。
労
働
関
係
に
お
け
る
「
解
雇
規
制
」
　
の
問
題
と
「
失
業
給
付
」
　
の
社
会
保
障
法
と
し
て
の

性
格
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
法
理
論
的
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

労
働
者
に
と
っ
て
生
存
権
に
対
す
る
両
法
の
聞
達
態
様
は
、
「
両
法
が
相
互
補
完
的
機
能
」
を
果
す
も
の
で
あ
る
。
労
働
法
に
お
け
る

生
存
権
の
実
現
は
、
社
会
保
障
法
の
必
要
性
と
間
違
を
も
ち
、
「
社
会
保
障
法
に
よ
る
生
活
保
障
の
拡
充
は
、
労
働
法
が
そ
の
固
有
の
領

域
に
復
帰
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
丙
法
は
相
互
補
完
的
な
関
連
を
有
す
る
　
（
『
法
的
構
造
』
　
9
9
頁
以
下
）
。

註（
1
）
　
　
「
社
会
保
障
法
と
労
働
法
」
の
二
論
文
（
1
9
7
2
年
、
1
9
7
4
年
）
は
、
著
書
r
法
的
構
造
」
　
に
収
録
す
る
と
き
に
「
労
働
関
係
に
お
け
る
労
働
法

理
と
保
障
法
理
－
両
法
の
特
質
と
関
連
態
様
－
」
と
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
て
い
る
。

（
2
）
　
1
9
7
0
年
代
の
法
的
主
体
論
争
に
つ
い
て
、
柳
澤
旭
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
」
大
憲
論
叢
1
7
巻
1
号
（
1
9
7
7
年
）
　
1
6
頁
以
下
。

（
3
）
　
最
近
に
な
っ
て
法
理
念
に
基
づ
く
法
主
体
論
や
社
会
福
祉
法
制
を
め
ぐ
る
法
主
体
論
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
山
田

晋
「
福
祉
契
約
論
に
つ
い
て
の
社
会
法
的
瞥
見
」
明
治
学
院
論
叢
7
1
3
号
（
2
0
0
4
年
）
　
6
7
頁
以
下
。

（
4
）
　
荒
木
「
戦
前
に
お
け
る
失
業
対
策
と
失
業
立
法
－
そ
の
形
成
と
特
質
－
」
（
1
9
7
3
年
、
r
労
働
条
件
法
理
j
所
収
）
、
同
「
雇
用
保
障
法
の
法
的
課
題
」

有
泉
古
希
記
念
「
労
働
法
の
解
釈
理
論
」
　
（
1
9
7
6
年
、
有
斐
閣
）
　
5
0
3
頁
以
下
。
こ
こ
で
は
失
業
給
付
を
含
む
雇
用
保
障
の
法
理
論
は
、
労
働
法
と

社
会
保
障
法
と
の
両
法
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
（
社
会
法
的
視
点
）
　
に
よ
ら
ず
し
て
は
解
明
で
き
な
い
と
し
て
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

Ⅳ
　
到
達
点

H
　
荒
木
理
論
の
集
大
成

．荒
木
は
、
こ
れ
ま
で
の
理
論
展
開
を
「
著
書
」
と
し
て
、
1
9
8
0
年
代
初
預
、
ほ
ぼ
同
時
的
に
理
論
的
・
体
系
的
に
集
大
成
す
る
。
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労
働
関
係
に
対
す
る
実
証
的
・
理
論
的
洞
察
を
理
論
展
開
の
基
盤
と
し
て
、
①
労
働
契
約
・
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
研
究
（
『
労
働
条
件

法
理
の
形
成
』
1
9
8
1
年
）
、
②
労
働
関
係
を
基
盤
に
し
つ
つ
も
、
労
働
条
件
法
理
で
は
解
明
で
き
な
い
　
「
生
活
保
障
法
理
」
と
し
て

の
労
災
補
償
法
の
研
究
（
r
労
災
補
償
法
の
研
究
』
　
1
9
8
1
年
）
、
③
労
働
法
理
と
は
独
自
の
生
活
保
障
法
体
系
と
し
て
の
社
会
保
障
法

の
体
系
・
理
論
化
（
「
社
会
保
障
の
法
的
構
造
』
　
1
9
8
3
年
）
、
④
社
会
法
と
し
て
の
「
労
働
法
と
社
会
保
障
」
　
の
独
自
性
を
前
提
と
し

た
聞
達
態
様
と
交
錯
領
域
に
つ
い
て
の
法
理
論
的
検
討
で
あ
る
。

こ
の
「
社
会
保
障
法
と
労
働
法
」
と
い
う
視
点
に
基
づ
く
両
法
の
聞
達
態
様
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
荒
木
「
社
会
法
」
理
論
に
あ
っ
て

は
、
常
に
根
底
に
お
か
れ
て
理
論
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
荒
木
「
社
会
法
」
論
の
優
れ
て
の
特
質
が
あ
る
と
い
え
る
。

1
9
8
0
年
代
初
頭
に
理
論
の
集
大
成
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
既
に
み
た
よ
、
つ
に
、
荒
木
が
「
基
点
」
論
文
（
1

9
5
9
年
）
　
に
お
い
て
、
み
ず
か
ら
検
討
す
べ
き
「
主
要
な
法
理
論
的
課
題
」
と
し
て
設
定
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
、
1
9
7
0
年
代
後

半
に
お
い
て
、
理
論
的
解
明
を
ほ
ぼ
達
成
し
終
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
荒
木
の
こ
れ
ま
で
の
社
会
法
研
究
、
と
り
わ
け
社
会

保
障
法
研
究
の
理
論
的
成
果
の
全
て
を
傾
注
し
た
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
『
社
会
保
障
法
読
本
」
が
1
9
8
3
年
に
出
版
さ
れ
る
。

口
　
『
社
会
保
障
法
読
至
の
意
義

一
一

『
社
会
保
障
法
読
本
」
は
、
「
初
版
」
　
（
1
9
8
3
年
）
か
ら
「
第
3
版
」
　
（
2
0
0
2
年
）
ま
で
に
、
立
法
の
変
遷
に
即
し
て
2
0
年
間

に
6
回
の
改
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
体
系
構
成
と
そ
れ
に
そ
れ
に
そ
っ
た
構
成
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
法
制
度
改
革
、
新
た
な
立

法
の
展
開
に
伴
い
、
「
所
得
保
障
法
」
　
で
あ
る
年
金
に
つ
い
て
、
基
礎
年
金
で
あ
る
国
民
年
金
を
も
と
に
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
「
生
活

障
害
保
障
法
」
と
し
て
、
新
た
な
「
介
護
保
険
法
」
　
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

本
書
に
お
い
て
も
、
立
法
の
変
遷
・
展
開
と
基
礎
的
法
理
論
を
ふ
ま
え
て
社
会
保
障
法
の
全
体
像
を
説
明
す
る
と
い
う
方
法
は
、
「
基
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点
」
論
文
以
来
、
変
化
す
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
教
科
書
と
し
て
の
役
割
、
性
格
と
い
う
観
点
か
ら
、
読
者
が
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
医
療
・
年
金
な
ど
の
具
体
的
問
題
を
論
じ
た
後
に
、
法
体
系
や
権
利
論
に
つ
い
て
の
抽
象
的
理
論
的
問
題
を
論
じ
る
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。

荒
木
理
論
に
お
い
て
本
書
の
も
つ
意
味
は
、
社
会
保
障
法
の
①
基
礎
理
論
（
原
理
論
）
と
②
現
実
の
具
体
的
法
制
（
各
論
）
と
が
も
つ

意
味
を
、
日
常
生
活
を
生
き
る
「
ひ
と
」
　
（
法
主
体
＝
権
利
主
体
＝
生
活
人
・
社
会
構
成
貞
）
　
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
か
つ
理
論
的

水
準
を
維
持
し
っ
つ
、
解
き
明
か
す
（
r
読
本
（
初
版
）
」
は
し
が
き
）
内
容
の
著
作
で
あ
る
。
法
の
基
礎
理
論
と
現
実
の
法
制
を
立
体
的

に
結
合
さ
せ
た
社
会
保
障
法
の
理
論
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
「
テ
キ
ス
ト
」
で
も
あ
り
「
専
門
書
」
で
も
あ
る
と
い
う
内
容
と
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
荒
木
の
　
『
社
会
保
障

法
読
本
』
は
、
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
「
研
究
書
以
上
に
苦
心
し
た
著
作
」
　
（
『
生
活
保
障
法
理
』
は
し
が
き
）
　
で
あ
り
、
荒
木
「
社
会
法
」

理
論
の
全
て
を
注
ぎ
込
ん
だ
集
大
成
で
あ
り
、
ま
さ
に
法
理
論
的
な
「
完
成
品
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

荒
木
は
現
実
の
社
会
保
障
立
法
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、
2
0
年
間
に
わ
た
り
『
読
本
』
　
の
内
容
を
新
た
に
す
る
。
そ
の
改
訂
作
業
は
、
荒

木
の
「
社
会
法
」
理
論
体
系
の
中
に
社
会
保
障
の
法
制
度
の
変
還
と
改
革
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
も
あ
り
、
制
度
変
化
の
中
で
自
ら
の
理

論
を
検
証
、
確
認
す
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
。

こ
の
意
味
で
2
0
年
に
わ
た
る
『
読
本
」
　
の
改
訂
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
、
時
間
的
経
過
は
、
荒
木
自
身
に
よ
る
現
実
の
立
法
に
対
す
る
、
自

ら
の
理
論
の
検
証
、
確
認
と
い
う
「
理
論
的
検
証
」
と
し
て
の
意
義
と
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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結
び

「
基
点
論
文
」
か
ら
半
世
紀
、
荒
木
の
視
点
、
研
究
方
法
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
真
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
戦
前
、
戦
後
と
い
う
時
代
の
変
化
、
こ
ん
に
ち
2
1
世
紀
社
会
は
激
変
し
、
こ
れ
か
ら
も
「
社
会
変
動
」
に
伴
い
当
然
、
「
社
会
法
の

変
容
」
は
続
く
こ
と
に
な
る
。

何
故
に
荒
木
は
、
こ
の
よ
う
な
一
貫
し
た
視
点
を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
基
点
論
文
」
　
に
お
い
て
な
さ
れ
た

分
析
、
課
題
の
設
定
と
そ
の
課
題
を
理
論
的
に
解
明
す
る
に
あ
た
り
、
時
代
と
共
に
変
容
す
る
「
社
会
経
済
的
基
盤
」
に
つ
い
て
の
洞
察
、

認
識
を
基
礎
に
社
会
立
法
の
展
開
と
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
諸
問
題
の
検
討
を
通
し
て
法
的
原
理
（
原
理
論
を
措
定
）
を
析
出
す
る
と
い

う
一
貫
し
た
研
究
方
法
に
あ
る
。

立
法
、
法
の
機
能
、
役
割
は
社
会
変
動
と
と
も
に
当
然
、
変
化
す
る
。
し
か
し
「
社
会
法
」
　
の
「
基
本
原
理
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
社
会
環
境
と
生
活
諸
条
件
の
な
か
で
、
生
活
保
障
の
法
の
基
本
原
理
を
い
か
に
し
て
貫
徹
す
る
か
、
そ
の
具
体

的
方
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
が
問
題
な
の
で
あ
る
」
。
「
過
去
の
経
験
と
そ
の
評
価
を
、
ふ
ま
え
て
こ
そ
、
現
状
の
厳
正
な
評
価
と
将
来

へ
の
展
望
が
可
能
と
な
る
」
（
『
生
活
保
障
法
理
の
展
開
』
は
し
が
き
）
。

「
労
働
関
係
」
に
つ
い
て
の
洞
察
を
「
社
会
法
」
理
論
の
展
開
の
「
礎
石
」
と
し
て
、
常
に
労
働
法
理
と
対
比
し
な
が
ら
、
労
災
補
償
、

社
会
保
障
法
に
つ
い
て
独
自
の
法
理
論
を
築
い
た
荒
木
「
社
会
法
」
理
論
は
、
「
社
会
保
障
法
と
労
働
法
」
と
い
う
視
点
で
両
法
の
独
自

性
と
関
連
性
を
法
理
的
に
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
法
潮
究
の
到
達
点
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
は
1
9
8
0
年
代
初
頭
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
荒
木
理
論
を
、
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
筆
者
な
り
に
ト
レ
ー
ス
し
て
素
描
し
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た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
荒
木
の
社
会
法
理
論
の
研
究
は
展
開
さ
れ
て
い
く
。
主
と
し
て
、
1
9
9
0
年
以
降
の
荒
木
の
研
究
業
績
を
ま
と
め
た
著
作

と
し
て
、
『
生
活
保
障
法
理
の
展
開
』
　
（
1
9
9
9
年
）
　
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
著
作
は
荒
木
の
「
半
世
紀
に
わ
た
る
研
究
生
活
」
　
（
は
し

が
き
）
　
の
総
括
で
あ
り
、
社
会
法
理
論
の
法
原
理
的
基
礎
と
現
代
に
お
け
る
、
そ
の
内
容
の
変
化
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
著
作
と
し
て
の

意
義
を
有
す
る
。
荒
木
は
、
そ
の
到
達
点
に
立
っ
て
自
ら
の
理
論
を
検
証
し
た
上
で
、
「
労
働
関
係
」
　
の
変
動
が
「
社
会
法
理
論
」
に
対

し
て
い
か
な
る
課
題
を
提
起
す
る
か
を
問
い
、
今
日
に
お
け
る
社
会
法
理
の
展
開
と
課
題
を
提
起
す
る
。

荒
木
は
自
ら
の
理
論
を
い
か
に
検
証
し
課
題
と
み
た
の
か
。
こ
の
点
の
検
討
を
通
し
て
荒
木
「
社
会
法
」
論
の
展
開
の
軌
跡
と
全
体
像

が
、
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
2
1
世
紀
を
挟
む
1
9
9
0
年
代
以
降
、
荒
木
「
社
会
法
」
理
論
の
展
開
は
い
か
な
る
も
の
か
、
こ
れ
の
検
討
は

続
稿
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
筆
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
作
業
を
経
た
上
で
、
日
本
の
社
会
保
障
法
理
論
と
社
会
法
理
論
に
つ
い

て
、
法
理
論
史
的
研
究
の
展
望
が
み
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。




